












Shrinkage effect of gonadotropin releasing hormone agonist treatment 
on uterine leiomγomas and t(12;14) 
(子宮筋腫のGnRHagonistによる縮小効果と第12・第14番染色体転座)



































chrumosome painting probe (12WCP・14WCP)と第四番染色体のcentrornereprobe 02CEIつを周
いた間期核fJuoresccncein situhvbridizationにより行った。また、筋腫体積変化半はGnRHa投与開始前
ならびに投与開始後3ヶ月白のMH.Jにより算出した。
プロトコール通り完了し統計学的評価を行った症例は'12例で、うち 8例 (19%)にt(12;11)が認められた
が、 trisomy12は認められなかった。転座(+)群と転座(一)群の平均体積変化率はそれぞれ23:t60%、
-32::!::24%で、転座(ト)群の方がGnRHalこよって有意に縮小しにくいことが確認、されたCp=O.006)。
以上の結果より、子宮筋腫の染色体異市の中でもt(l2・11)を示す子宮筋膜は、 GnRHaによって縮小し難
く、卵巣ホルモン非依存性の増殖能をもっ可能性が強く示唆された。
本研究は、子宮筋腫にみられる特異的染色体異常の生物学的・臨床的意義を明らかにしたものであり、
子百筋腫の自然史解明の端緒となり、かっ、治療法選択に大きく寄与する研究である。よって著者は博すて
(医学)の学位を授与されるに航するものと判定された。
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